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・表紙「コガモ」 

日本で見られる一番小さなカモでハトより少し大きい。冬鳥だが、9月から翌年

の4月までと比較的長く見られます。 

 

・裏表紙「ザゼンソウ、ミドリザゼンソウ」 

開花時期は1月下旬から3月中旬で、花が発熱する珍しい植物。雪を溶かし、

虫を集めます。ミドリザゼンソウは珍しく、なかなか見られません。 
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